

















































































































































































めのものです。このおきてには四つの意味があります。一つめは人に主なる神様の御名をお呼びする場合にどう るべきかについて教えます。二つめは人に主なる神様の御前でお誓いする場合にどうあるべきかに いて教えます。三 めは人に主なる神様にお願いを申し出 場合にはどうあるべきかについて教えます。四つめは主なる神様を賛美する場合にどうあ べきかについて教えます。 
主なる神様の御名を呼ぶ者は敬虔な心を持たなければなら





















































































































































































































































































































是耶和華你的上帝、曾將你從埃及地爲奴之家領出来。除了我以外、你不可有別的神。 」となっている 教要解略の第一のおきて 漢文は近代プロテスタントの漢訳聖書の文章とは大幅に趣きを異にしているようである。
（三）
 
原文は「一至尊」 （十四葉表） 。 「至尊」は単に尊いという意味だけで























而欲精之、爲害甚矣！」 （新編諸子集成『四書章句 』中華書局、五十七頁）とある。中国語本来の「異端」は、 「異端」と一般 訳される西洋の
ʻhaeresiaʼ （羅） や
ʻhairesisʼ （希） が「キリスト教教会内の一致を
乱す分裂や分派 して排斥されるような現象・分派・グループ」 （高柳俊一「異端」研究社『新カトリック大事典』Ⅰ、一九九六年、四七五頁）を意味するのとは異なり、原理的には儒教の道徳主義に与しない ころの、具体的には儒教以外の宗教を指す。仏 や 教が「異端」と見なされる本質的根拠 これらが儒教の擬制的血縁イデオロギーとしての道徳主義と に対立する要素を持つところにあり、逆に儒教以外の宗教であろうとも、それが儒教の道徳主義を補強する機能を持つ限りにおいて「異端」とは見なされない余地が残されていよう。
（六）
 










』 、淫祀無福。 」 （十三經注疏整理本第十二冊、
北京大學出版社、二〇〇〇年、一八〇頁） あるように（ 『大漢和辞典』七巻三十二頁、 『漢語大詞典』五冊一三九一頁） 、 「淫祀」 は本来、礼拝の対象とすべきでないものを、誤って礼拝することを指すで ろう。
（七）
 















。 」……。 』 （新編諸子集成『四書章句集注』 、三〇六頁




原文は「善事」 （十四葉表） 。 「善」はここでは「妥善地、好好地」 （ 『古
今漢語詞典』商務印書館、一二四八頁）ほどの意味であろう。
（九）
  「三つの徳」と訳した原文の「三德」 （十四葉表）はカトリック神学で言うところの「対神徳」 （
virtus theologica ）のことである。それは
「トマス・アクィナスによると、人間が行為の習慣化や探求を通じて自ら獲得する倫理徳や知的徳と異なり、対神徳は恩恵により魂に注入されるもの（注賦的徳
virtus infusa ） 」 （加藤和哉「対神徳」 『岩波キリス

































































（ 『酌中志餘』巻上、五葉裏） 。神を「大父母」として仰ぐだけでなく、神と肉親の父母の間に皇帝を「大父母」として仰ぐところが特徴的である。神―皇帝―民が直列 つながるところに、東林派士人の天主教受容の特質が窺われるだろうか。
 
 
ただ黄一農 「明清天主教在山西絳州的發展及其反彈」 によれば 「韓霖」

















のように踏み込んだ説明はしていないように思う。この『鐸書』は孫尚揚によれば、 「天主教の倫理思想と中国倫理 想 中 大伝統 儒家
の精英倫理）と小伝統（仏教と道教の影響を受けた善書倫理）とを熔解させたものであり、互いを整合させ、本質的には天主教的な倫理の構築を目指すものであった」 『 「鐸書」校注』 、七頁） 。従ってこれは天主教倫理の精髄である十戒の中国的展開 深く関連するので、以下の訳注では随時取り上げる。
（十三）原文は「庇祐而陰相之」 （十四葉裏） 。 「陰」は「蔭」に通じ、 「陰相」
は「庇祐」の言い換えではないかと思われる。
（十四）原文は「功德」 （十四葉裏） 。 「功徳」はもともと仏教用語で、 「善根





















（十六）原文は「天下惟有一眞。 」 （十四葉裏） 。仏教的響きを感じさせる









うか。 「僞幻」という語は一つの単語として通用していないように思われる。一見平易な語であるが、大変強い批判の調子が伴わっているのではないだろうか。キリスト教で 申命記十八章十節から十四節にあるように、占いは厳しく禁止されてい 。例えば、代表訳では「凡焚獻子女、及卜筮術數、占師巫覡、或左道
︰
或崇憑於卜神者、或爲巫覡、

















































天主供奉己也。 」 （十五葉表） 。丁福保『佛学




























































とによって、その正統性が宣言された 」 （ 「聖人崇敬」 『岩波キリスト教辞典』 、六五〇頁）とあるが、漢文において も聖人にも仕えるという同一の動詞「事」を用いるのは 神学的に曖昧さを伴う。
（二十七）















































  原文は「况天主降世、已取生人之形體而救世、 」 （十五葉表） 。聖
書の関係箇所は新約聖書フィリピの信徒への手紙二章七節が対応するであろうか。
（三十）原文は「安得不像事之。 」 （十五葉表） 。（三十一）















































  原文は「足覘其誠敬两者慎之可也。 」 （十五葉裏） 。 「まごころ」
と訳した「誠」 「畏れ」と訳した「敬」が正確にはどのような神学概念を指しているのか不明である。
（三十三）原文は「天主爲一至明至公至尊者」 十五葉裏―十六葉表） 。 「一」








ei ） 、 「善性」 （
B
onitas D






















































る。 」 （ 「靈魂」冨山房『カトリック大辭典』Ⅴ、一九六〇年、四四九頁）とあ ように、カトリックの教えでは肉体と霊魂が「実体的結合」をして一人の人間となるのであろう。






最不可限量也」 （十六葉裏） 。 『岩波仏教辞典』の













































































六五九年。ポルトガル人。中国名、陽瑪諾。イエズス会中国管区長を歴任。 ）の『天主聖教十誡直詮』の「第三誡」の箇所では、 「禮日之奇」という項目の中で「禮日有二。一主日、一聖人瞻禮、古教時凡七日中、以第七爲主日。今以第一日爲主日 ……吾主降生也、復活也、聖神降臨也、皆今之 也。 」 （崇禎十五年初版、順治十六年再版、パリ国立図書館漢籍第七一九二番、巻上、三十八葉裏―三十九葉表） あるように、新約の時代にはキリストの復活 に当たる週の第 日が礼拝日と定められたと記されている ディアス 伝統的なキリスト教の教えに従い、礼拝の日を週の第 としているのであ
（四十七）


























に属した（橋本敬造「二十八宿」伊東俊太郎他編『科学史技術史事典』弘文堂、一九八三年、七六 頁―七六三頁） 。渡邊敏夫によれば、 「大統暦には毎日に対しては宿が記載されている」 （ 『日本の暦』雄山閣一九七六年、八十六頁）とあるように、明代に用いられていた大統暦では一日ごとに二十八 の内の一つが配当されていたようであるから、明末中国の当時を生きた 般庶民にとって日ごとの宿について知ることは格別困難なことで なかったものと思われる。更に、渡邊『日本の暦』所収の「第十七表
　
宿曜の関係」 （八十七頁）によれば、日曜に
































































































































十八年の期間をおいて各月日は再び同じ週日に當るといふ事實（太陽週期） が考慮される。こ 計算のために七日 週日に夫々アルファベットの初めの七字Ａ～Ｇが、一月一日にいつもＡがあたるやうに、ふりあてられた。最初 日曜、從っ 一年のすべて 日曜にあた 字は日曜字（
Litera dom
inicalis ）と呼ばれ、毎年逆の順に變って行く。 」 （ 「暦




感恩祭典 （全） 』 （天


























































































































主恩焉。 」 （十七葉表） 。
ミサ聖祭の様子、特に奉献の場面が彷彿される。
（五十一）




















  原文は「講衟德、闡經義」 （十七葉表） 。
（五十三）

































































































































  原文は「此日者實未易得也。 」 （十七葉表） 。
（五十七）
  原文は「必躬必親」 （十七葉表） 。これと音が似ている表現に『詩




  原文は「念茲在茲」 （十七葉表） 。 『書経』 「大禹謨」の中の言葉。
（五十九）
  原文は「不敢僅僅其名、而姑完此誡爲者 」 （十七葉表） 。 「姑完」
は「苟完」の言い換えであろう。 「苟完」は『論語』 「子路篇」の中に出て来る言葉で、朱子は「苟、聊且粗畧之意。 」 （中華書局新編諸子集成『四書章句集注』一四三頁）と記している。
（六十）原文は「若或躭玩嬉遊、不事瞻禮、非守也。 」 （十七葉表、裏） 。 「事」
の意味がいまひとつ分からない。
（六十一）













































有如奴隸、亦諭開除。 」 （中華書局本第十三冊、三四九一頁）とある（ 『漢語大詞典』九冊、七八二頁） 。地域的な用法 差異 ので断定し難いけれども、 「細民」は庶民の中でも経済的に貧しい階層の人たちを指し、その中には 僕の部類も含まれ得るので いだろうか。
（六十三）





書人重視主義、 （二）北京中心主義、 （三）科学主義、 （四）礼物主義を挙げられ、 （一）に関して「中国では読書人が社会の指導層であることを発見し、読書人を改宗させることに伝めた。餘光啓・李之藻・楊延筠らの入教によってこれは成功をみた。 」 （ 『中国とキリスト教』近藤出版社、一九七二年、六十四頁）と記 おられる。それは読書人層の改宗なくしては天主が実質的に公認 れた宗教として明末 の社会に浸透し難かったからであろう。読書人層の改 があっ 初めて天主教伝道は進展し 社会の各階層からの入教者が誕生したことと思われ
る。 『教要解略』の文章はこのような教会の実態を知らせてくれて興味深いものがある。
（六十四）
  原文は「夫官不治事、則職曠」 （十七葉裏） 。
（六十五）
  原文は「士不治事、則業荒」 （十七葉裏） 。
（六十六）
  原文は「庶不治事、則工輟」 （十七葉裏） 。
（六十七）










「なるほど明淸律には、奴隷身分のいわゆる奴婢と並んで、第三者に對しては『自由』な身分をもち得はす が、主人に對してのみは對等の身分をもち得ない雇工があ われてい 。 」 （一〇四頁） と記す。更に 「淸律ないし淸律例によると車夫・厨役・水火夫・轎夫その他の雑役に雇われている者の類は、奴隷 は區別さ るが、なお家長 主人）との間に『主僕の名分』があり、平常、家長と 飲食を共にせず、坐席を同じくせず『きみ、ぼく』 『おまえ お 』の對等の呼び名を用いず、家長 使役に從うも なので る。 」 （一〇五頁）と記 。 戴名世集』の「周烈婦傳」の中に出て来る「輿夫」は轎夫のこ であるから、「傭賃」とは主人と契約書を交した雑役夫のことを指すものと考えられないだろうか。
（六十八）









成『論衡校釋』 〔一〕 、二十六頁）とある（ 『漢語大詞典』第三冊、一二八一頁） 。具体にどのようなことを指してい のかよく分からない。
（六十九）
  原文は「子弟所入稟旣、不以事父母、而唯已身與妻孥之爲汲汲






  原文は「盍移飮茹葷、登渉嬉戯之暇、以償瞻禮之須臾也。 」 （十
八葉表） 。 「充てる」と訳した語は「償」である。 「償 「償責」や「償債」という語に現われ いるように、マイナスを補うという意味がある。ここでは飲酒享楽の時間の一部を礼拝の時間に充てることによって、飲酒享楽のマイナスを補うという語感が出ているのではないだろうか。
（七十二）
  原文は「此第躭一朝十晷之工夫已爾。 」 （十八葉表） 。 「十晷」が
具体的にどのくらいの時間を指すのか分からない。
（七十三）
  原文は「廼言厲耶。 」 （ 八葉表） 。 「厲 には酷薄であるという
ような語感がないであろうか。それによってここではおきてが厳しく守りきれないとい 悲鳴に近 趣が出て来る ではな だろ か。
（七十四）
  原文は「陽卽不見、隂將實受焉。 」 （十八葉表）
（七十五）
  原文は「今卽不見、後將實受焉。 」 （十八
（七十六）













































主教の信者の中には貧しい人が多い、一日休めば食べて行かれない、どうしたらよいのかと問いかける それに対して、 「曰天主之仁廣矣、大矣。時顧念貧者、命人節勞以養生、豈强之習逸而致死哉。困乏之人禮日勤業、固無傷耳。 」
（同、四十葉表）
と
ディアスは答える。つまり、礼拝 日に一日、仕事を休むように求めるのは、日頃の労働で疲れた貧しい人の体を休ませ彼らの鋭気を養うためであって、決して彼らを怠惰にさせ、あげくに生活の道 絶たせることにあるの はないというのである。従って貧しい人が礼拝の日に働くことに問題はな であ 
キリスト教徒が圧倒的に多数を占めるヨーロッパにおいては
礼拝の日に休息する体制が社会全体に貫徹している しかし明末中国の社会 あってはその逆であ 。個人の意志では如何ともし難い使役の体系が貫徹してい である。 
驚くべきはこのような体制下にあっても明末中国の天主教教












































は西洋の一罪人であるというのである。短いが重要な一節である。キリスト教で日曜日をキリストの復活した日として祝うことを説明するならば、更に遡ってキリストの十字架上の死について語らずにはおられない。それは時のローマ 権力によって行なわれた刑罰 よる死であった。この事実があればこそ、キリストの復活はあったのである。従ってキリスト教徒にとっての日曜日の意義を説明し ものが書物の形で印刷出版されれば、天主教徒以外の人間もそれを目にすることが出来、キリストの十字架上の死はそ ぞれの人間 持つ文脈によって解釈されることになるであろう。沈
そ
は礼部侍郎として秩序維持に務


















































「第一次被捕之教徒」 、 （九） 「第二次被捕之教徒」 『中國近代史論叢』第一輯第二冊、正中 局、一九五六年、二一四頁―二二〇頁）
。新来で
新興の天主教が古き都の南京にて民衆に信者を続々と獲得しつつあった。その天主教が天主と仰ぐ人物は西洋の地にて国家権力により罪人として処刑された者である以上、礼教的秩序を維持する側からすれば彼は反権力的存在とし 徹底的に拒絶すべきであった。従 て、礼教的秩序維持 責務を負う南京礼部の士大夫官僚からすればこれ以上、天主教勢力の伸長を放置することは出来なかったのであろう。留都の南京に 儒教秩序を補強する役割は仏教が果 した
（何孝栄前掲書、第七章「影響」第
一節「対政治的影響」 「二、協助封建国家政治」 、三六〇頁―三七七頁）
。
現に天啓七年
（一六二七年）
に『金陵梵刹志』の「序」を著し
た葛寅亮は南京礼部祠祭司郎中を歴任しており、また『金陵梵刹志』には南京関係の高級官僚の名前がしばしば登場する。南京の仏教は官民にとって精神的、物質的な支柱の一つであったようである。
 
反権力的人物を教祖と仰ぐと映った天主教が南京の貧しき民
衆の間に次第に支持を広げて行く現実は体制側の儒教と仏教にとって看過すべからざる脅威として映ったことであろう。その過剰防衛とも思しき反応が南京教難であったのであり、教難発生一年前にあって天主教の勢力が順調に伸び行く中で、ヴァニョーニは冷静に体制側の南京儒教と仏教の反発の気配を感じ取り、またその論理を見抜いた こそ、書物 上で日曜日の新約的意味について触れることを敢て避けたのではないかと思われるのである。 
尚、拙訳では「或曰」を「問い」に、 「曰」を「答え」と訳
すように努めた。現代文としての平明さを求めて ことである。 
また、今回は暦について日本のキリシタン学の泰斗であられ
る清水紘一先生よりご懇篤なる御教示を戴いた。記して感謝するものであ 
更に、訳者は二〇〇八年三月の初め、欧州における代表的中
国研究の拠点オランダのライデンにある漢学研究所 （
Sinologisch 
Instituut U
niversiteit Leiden ）を訪ねた折、自由に貴重な蔵書を
閲覧する便宜の供与をいただき、ディアスの『天主聖教十誡直詮』などの書物について知ることが出来た。ライデン大学漢学研究所並びに職員の
Thom
as Falkenhagen
氏に深甚なる感謝の
意を表するものである（続） 。
